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図中の数字は地震発生年（同年の地震が複数存在する場合には年月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3-3図 地震カタログ間で差異の見られる地震の震央分布 
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第 3-5図 敷地周辺におけるＭ5.0以上の中地震の震央分布 

（1923 年～2015 年７月）  
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第 3-6図 敷地周辺におけるＭ5.0以上の中地震の震源鉛直分布 

（1923 年～2015 年７月） 
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注記 ：長谷川ほか（1983
（60）

）より抜粋・一部加筆 

 

第 3-7図 深発地震面の等深線 
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第 3-8図(1) 敷地周辺におけるＭ5.0以下の小・微小地震の震央分布 

（震源深さ 0～30km，2012年～2015年７月） 
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による。 
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第 3-8図(2) 敷地周辺におけるＭ5.0以下の小・微小地震の震央分布 

（震源深さ 30～60km，2012年～2015 年７月） 
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第 3-8図(3) 敷地周辺におけるＭ5.0以下の小・微小地震の震央分布 

（震源深さ 60～100km，2012 年～2015 年７月） 
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第 3-8図(4) 敷地周辺におけるＭ5.0以下の小・微小地震の震央分布 

（震源深さ 100km 以上，2012年～2015 年７月） 
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第 3-9図(1)  敷地周辺におけるＭ5.0以下の小・微小地震の震源鉛直分布 

（2012 年～2015 年７月） 
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第 3-9図(2) 敷地周辺におけるＭ5.0以下の小・微小地震の震源鉛直分布 

（2012 年～2015 年７月） 
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第 3-9図(3) 敷地周辺におけるＭ5.0以下の小・微小地震の震源鉛直分布 

（2012 年～2015 年７月） 
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第 3-9図(4) 敷地周辺におけるＭ5.0以下の小・微小地震の震源鉛直分布 

（2012 年～2015 年７月） 
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第 3-10 図 敷地周辺における活断層分布 
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第 4-1図 活断層分布と過去の被害地震の震央分布 
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第 4-2図 活断層分布と小・微小地震の震央分布 
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第 4-3図 1766 年津軽の地震の震度分布 
 

  

注記 ：「日本被害地震総覧
（7）

」による。 
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第 5-4図(1) 観測記録に基づく伝達関数とはぎとり地盤モデル 

 による伝達関数の比較（中央地盤） 
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注記 ：東側地盤観測点については，G.L.-2ｍの観測記録が無いため，G.L.-18ｍ以深の

記録を用いて作成している。 

 

第 5-4図(2) 観測記録に基づく伝達関数とはぎとり地盤モデル 

による伝達関数の比較（東側地盤） 

 



112 

 

 

 

 

第 5-4図(3) 観測記録に基づく伝達関数とはぎとり地盤モデル 

による伝達関数の比較（西側地盤） 
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第 5-5図 2011 年東北地方太平洋沖地震 3地盤のはぎとり波の 

応答スペクトル（標高-70ｍ，減衰定数（h）＝0.05） 
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第 5-6図 微動アレー観測点位置 
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(a) 微動アレー探査結果から推定したＳ波速度構造 

 

 

(b) 微動アレー探査結果に基づく地震基盤～解放基盤表面の増幅比 

 

 

第 5-7図 各微動アレー観測点のＳ波速度構造及び 

地震基礎～解放基盤表面の増幅比の比較 
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第 5-8図 観測地震の震央分布 
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第 5-9図(1) 地震発生様式別応答スペクトル 

（標高-70ｍ，NS成分，減衰定数(h)＝0.05）  

  

プレート間地震 海洋プレート内地震 

 

 

内陸地殻内地震  

 

  

 

 

 　 　
 　 　

　 　

0.01 0.02 0.05 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10
0.01

0.02

0.05

0.1

0.2

0.5

1

2

5

10

20

50

100

5

10

20

5010
0

20
0

(c
m
/s

 )2

0.001

0.01

0.1

1

(cm
)

周 期（s）

速
 

度
 

(cm/s)

FD_02A14_ns1.waz
FD_03926_ns3.waz
JFD201103111446FD3_NS.waz

(h=0.05)

0.01 0.02 0.05 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10
0.01

0.02

0.05

0.1

0.2

0.5

1

2

5

10

20

50

100

5

10

20

5010
0

20
0

(c
m
/s

 )2

0.001

0.01

0.1

1

(cm
)

周  期(s)

速
 

度
 

(cm/s)

FD_03526_ns3.waz
JFD200807240026FD3_NS.waz
JFD201104072332FD3_NS.waz

(h=0.05)

0.01 0.02 0.05 0.1 0.2 0.5 1 2 5 10
0.01

0.02

0.05

0.1

0.2

0.5

1

2

5

10

20

50

100

5

10

20

5010
0

20
0

(c
m
/s

 )2

0.001

0.01

0.1

1

(cm
)

周 期（s）

速
 

度
 

(cm/s)

FD_96217_ns3.waz

(h=0.05)

No.2（2002.10.14 青森県東方沖 Ｍ6.1） 
No.4（2003. 9.26 2003 年十勝沖地震 Ｍ8.0） 
No.6（2011. 3.11 2011 年東北地方太平洋沖地震 Ｍw9.0） 

No.1（1996. 2.17 三八上北地方 Ｍ4.3） 

No.3（2003. 5.26 宮城県沖 Ｍ7.1） 
No.5（2008. 7.24 岩手県沿岸北部 Ｍ6.8） 
No.7（2011. 4. 7 宮城県沖 Ｍ7.2） 



118 

 

第 5-9図(2) 地震発生様式別応答スペクトル 

（標高-70ｍ，EW成分，減衰定数(h)＝0.05）  
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第 5-9図(3) 地震発生様式別応答スペクトル 

（標高-70ｍ，UD成分，減衰定数(h)＝0.05）  
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第 5-10 図(1) 地震別応答スペクトル（観測深度の比較） 

（NS成分，減衰定数(h)＝0.05） 
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No.6（2011. 3.11 2011年東北地方太平洋沖地震 Ｍw9.0） 
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第 5-10 図(2) 地震別応答スペクトル（観測深度の比較） 

（EW成分，減衰定数(h)＝0.05） 
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第 5-10 図(3) 地震別応答スペクトル（観測深度の比較） 

（UD成分，減衰定数(h)＝0.05） 
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第 5-11 図 地震波の到来方向別の検討に用いた地震の分布 
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第 5-12 図(1) 地盤観測点（東側）の到来方向別の応答スペクトル比 

 

地盤観測点（東側）／代表地盤観測点（NS方向） 

地盤観測点（東側）／代表地盤観測点（EW方向） 
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第 5-12 図(2) 地盤観測点（東側）の到来方向別の応答スペクトル比 

 

 

  

地盤観測点（東側）／代表地盤観測点（UD方向） 
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第 5-12 図(3) 地盤観測点（西側）の到来方向別の応答スペクトル比 

地盤観測点（西側）／代表地盤観測点（NS方向） 

 

地盤観測点（西側）／代表地盤観測点（EW方向） 
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地盤観測点（西側）／代表地盤観測点（UD方向） 

 

第 5-12 図(4) 地盤観測点（西側）の到来方向別の応答スペクトル比 
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第 5-13 図 深部地盤モデルによる増幅特性とスペクトル 

インバージョン解析の増幅特性の比較 
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第 5-14 図 深部地盤モデルによる増幅特性と経験的サイト増幅特性の比較 
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第 6-3図(1) 「2011 年東北地方太平洋沖地震を踏まえた地震」の断層面の位置（三陸沖

北部～宮城県沖） 
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第 6-3図(2) 「2011 年東北地方太平洋沖地震を踏まえた地震」の断層面の位置（三陸沖

北部～根室沖） 
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第 6-4図 検討用地震の選定（Noda et al.（2002
（29）

）による比較） 

（海洋プレート内地震）  
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(1)断層配置図 

 

 

(2)断層面（敷地前面に想定する地震） 
（Ａ－Ａ’断面図） 

第 6-5図 「想定海洋プレート内地震」の断層面の位置 
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（a）地震域区分毎のＤ10％(km)の分布 （b）地震域区分毎のＤ90％(km)の分布 

 

第 6-6図 原子力安全基盤機構（2004
（31）

）による地震域区分毎の地震発生上下限層分布図 
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第 6-7図 敷地周辺の小・微小地震の震央分布及び震源の鉛直分布 

（1997 年 10 月～2011年 12月） 

 

（a）震央分布 

（b）鉛直分布 
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（a）東西断面図 

 

 

 

 

(b)平面図 

 

第 6-8図 敷地周辺における地震波トモグラフィ解析結果 

  

東経(°) 東経(°) 

(ⅰ)深さ 10km (ⅱ)深さ 20km 
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第 6-10 図 選定した内陸地殻内地震の断層面の位置 
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第 6-11 図 敷地に影響を与えるおそれがあると考えられる地震の応答スペクトル 
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第 6-12 図 短周期レベルと既往スケーリング則の比較 

 

  

注記 ＊1：片岡ほか(2006
（48）

)による。 

＊2：諸井ほか(2013
（38）

)の 1個の SMGA をここでは

ひとつの地震として表示している。 
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第 6-13 図(1) 「2011年東北地方太平洋沖地震を踏まえた地震」の 

断層モデル（三陸沖北部～宮城県沖の連動，基本モデル） 
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第 6-13 図(2) 「2011年東北地方太平洋沖地震を踏まえた地震」の 

断層モデル（三陸沖北部～根室沖の連動，基本モデル） 
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第 6-15 図(1) 「2011年東北地方太平洋沖地震を踏まえた地震」の断層モデル 

（三陸沖北部～宮城県沖の連動，SMGA位置の不確かさケース） 
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第 6-15 図(2) 「2011年東北地方太平洋沖地震を踏まえた地震」の断層モデル 

（三陸沖北部～根室沖の連動，SMGA 位置の不確かさケース） 
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(a)要素地震の震央位置 

 

 

(b)観測記録の波形 

 

第 6-16 図(1) 要素地震の震央位置及び観測記録の波形 

（プレート間地震）（三陸沖北部～宮城県沖の連動）  
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(a)要素地震の震央位置 

 

 

(b)観測記録の波形 

第 6-16 図(2) 要素地震の震央位置及び観測記録の波形 

（プレート間地震）（三陸沖北部～根室沖の連動） 
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第 6-17 図(1) 「2011年東北地方太平洋沖地震を踏まえた地震」の応答スペクトル 

（断層モデルを用いた手法） 

（三陸沖北部～宮城県沖の連動，基本モデル）（水平方向） 
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第 6-17 図(2) 「2011年東北地方太平洋沖地震を踏まえた地震」の応答スペクトル 

（断層モデルを用いた手法） 

（三陸沖北部～宮城県沖の連動，基本モデル）（鉛直方向）  
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第 6-17 図(3) 「2011年東北地方太平洋沖地震を踏まえた地震」の応答スペクトル 

（断層モデルを用いた手法） 

（三陸沖北部～宮城県沖の連動，SMGA位置の不確かさケース） 

（水平方向）  
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第 6-17 図(4) 「2011年東北地方太平洋沖地震を踏まえた地震」の応答スペクトル 

（断層モデルを用いた手法） 

（三陸沖北部～宮城県沖の連動，SMGA位置の不確かさケース） 

（鉛直方向）  
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第 6-17 図(5) 「2011年東北地方太平洋沖地震を踏まえた地震」の応答スペクトル 

（断層モデルを用いた手法） 

（三陸沖北部～根室沖の連動，基本モデル） 

（水平方向）  
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第 6-17 図(6) 「2011年東北地方太平洋沖地震を踏まえた地震」の応答スペクトル 

（断層モデルを用いた手法） 

（三陸沖北部～根室沖の連動，基本モデル） 

（鉛直方向）  
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第 6-17 図(7) 「2011年東北地方太平洋沖地震を踏まえた地震」の応答スペクトル 

（断層モデルを用いた手法） 

（三陸沖北部～根室沖の連動，SMGA 位置の不確かさケース）（水平方向） 



158 

 

 

第 6-17 図(8) 「2011年東北地方太平洋沖地震を踏まえた地震」の応答スペクトル 

（断層モデルを用いた手法） 

（三陸沖北部～根室沖の連動，SMGA 位置の不確かさケース）（鉛直方向）  
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第 6-18 図 「想定海洋プレート内地震」の断層モデル 

（基本モデル・短周期レベルの不確かさケース） 
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第 6-20 図(1) 「想定海洋プレート内地震」の断層モデル（断層位置の不確かさケース） 
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第 6-20 図(2) 「想定海洋プレート内地震」の断層モデル（地震規模の不確かさケース） 
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（1）水平方向 

 

 

（2）鉛直方向 

 

注記 ：実線は，「Noda et al.(2002
（29）

)による応答スペクトル」に対する「解放基盤表面相当位置（標

高-70ｍ）における観測記録に基づく応答スペクトル」の比を平均したものを表す。観測記録

としては，1995年 12月から 2008年９月の間に観測されたＭ5.5以上，震源距離 250km以内，

深さ 60km以深であるプレート内地震の 5記録を用いた。 

 

第 6-21 図 海洋プレート内地震の観測記録に基づく補正に関する検討 
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第 6-22 図(1) 「想定海洋プレート内地震」の応答スペクトル 

（応答スペクトルに基づく手法） 

（水平方向）  



166 

 

 

 

第 6-22 図(2) 「想定海洋プレート内地震」の応答スペクトル 

（応答スペクトルに基づく手法） 

（鉛直方向） 
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第 6-23 図(1) 「想定海洋プレート内地震」の応答スペクトル 

（断層モデルを用いた手法） 

（基本モデル，水平方向）  
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第 6-23 図(2) 「想定海洋プレート内地震」の応答スペクトル 

（断層モデルを用いた手法） 

（基本モデル，鉛直方向） 
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第 6-23 図(3) 「想定海洋プレート内地震」の応答スペクトル 

（断層モデルを用いた手法） 

（短周期レベルの不確かさケース，水平方向） 
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第 6-23 図(4) 「想定海洋プレート内地震」の応答スペクトル 

（断層モデルを用いた手法） 

（短周期レベルの不確かさケース，鉛直方向）  
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第 6-23 図(5) 「想定海洋プレート内地震」の応答スペクトル 

（断層モデルを用いた手法） 

（断層位置の不確かさケース，水平方向） 
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第 6-23 図(6) 「想定海洋プレート内地震」の応答スペクトル 

（断層モデルを用いた手法） 

（断層位置の不確かさケース，鉛直方向） 
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第 6-23 図(7) 「想定海洋プレート内地震」の応答スペクトル 

（断層モデルを用いた手法） 

（地震規模の不確かさケース，水平方向） 
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第 6-23 図(8) 「想定海洋プレート内地震」の応答スペクトル 

（断層モデルを用いた手法） 

（地震規模の不確かさケース，鉛直方向） 
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第 6-24 図 「出戸西方断層による地震」の断層モデル 

（基本モデル・短周期レベルの不確かさケース） 
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第 6-26 図 「出戸西方断層による地震」の断層モデル 

（断層傾斜角の不確かさケース・断層傾斜角と 

短周期レベルの不確かさを重畳させたケース） 

 

  




